
0

（ご参考）認知症に対応した財産管理のための信託商品

①．後見制度支援制度

②．任意後見制度支援信託

③.  人生100年応援信託＜１００年パスポート＞

④.  セキュリティ型信託

⑤．安心サポート信託
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（ご参考）①.後見制度支援信託

裁判所の指示に基づき信託銀行が財産を守り、後見人の不正を防ぎます。

信託銀行
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（ご参考）②.任意後見制度支援信託

任意後見制度において金銭を管理する信託を別途設定することで、「守り」をより堅牢にします。

信託銀行 信託銀行
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（ご参考）③.人生100年応援信託＜100年パスポート＞

人生100年時代となり、今後多くの高齢者に起こることとなる判断能力の低下に対する備えとして
有効な機能群をワンパッケージにした、高齢者に安心して豊かな人生を楽しんでいただくための信
託商品です。
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（ご参考）④.セキュリティ型信託

口座に「二重ロック」をかける信託で、悪質な詐欺から大切な財産を守ります。
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（ご参考）⑤.安心サポート信託

認知症になっても信託銀行が財産を保全するとともに、あらかじめ財産の交付要件を定めてお
くことで想いをつなぐ商品です。

信託銀行
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（ご参考）商事信託活用事例

事例①.  信託を活用した事業承継（生前贈与型）

事例②.  信託を活用した事業承継（遺言代用型）

事例③.  信託を活用した事業承継（受益者連続型）

事例④.  信託を活用した事業承継（議決権集約型）

（ご参考）まとめ
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（ご参考）事例➀.信託を活用した事業承継（生前贈与型）
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（ご参考）事例②.信託を活用した事業承継（遺言代用型）
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（ご参考）事例③.信託を活用した事業承継（受益者連続型）
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（ご参考）事例④.信託を活用した事業承継（議決権集約型）
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(ご参考） まとめ

1
1

「高齢期の認知機能の低下に関連した金融サービス」【考え方】

1． 高齢者の財産管理においては、意思能力の低下・喪失後も、出来る限りご本人の想いを
尊重した意思決定が求められるところ。

2． そのためには、意思能力の低下・喪失の前に、資産管理に関する方針（ご本人の想い）
と、信頼できる相手（想いをつなげられる相手）を決めておくことが大切。

3． こうしたご本人の想いを支えるための制度的枠組みとしては、自己決定権の尊重を
理念に置く任意後見制度と、自ら設定する信託目的に沿って財産を管理する信託制度
が有効。
（１） 任意後見契約においては、判断能力の喪失後に備えて任意後見受任者との間で公正証書により、
ご本人の想いを遂行してもらう旨の契約を結ぶことが可能。高齢者に対する特殊詐欺や経済虐待に
対応するために、公的監督のメカニズムを有する任意後見制度を正しく利用することが重要。

（２） 信託は、財産が受託者に移転し、受託者が財産に対する排他的支配権を有するため（取消権
のない）任意後見制度よりも強固。

  （３） 後見人に対する後見監督人という制度と同様、信託においてもご本人に代わって受託者を
監督する適切なガバナンスを効かせることが望ましい。（例．信託監督人の設置等）

以上は、2019年4月15日に実施された厚労省根本大臣との政策対話（テーマ「金融サービス」に
おける八谷発言

 

https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/000501368.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/000501368.pdf
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